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 Sn-Ag-Cu系鉛フリーはんだの凝固組織は，初晶の Sn相と最終凝固部（Sn，Ag3SnおよびCu6Sn5

の共晶組織）で構成される．初晶の Sn相は最終凝固部に比べて強度が低いので，はんだ接合部

の耐久性向上には，固溶強化による Sn相の強化が有効と考えられる．本研究では，幅広い温度

範囲で高い固溶限を有する Ga に注目し，Sn の耐クリープ性に及ぼす Ga 添加の影響について

調査した．Snおよび Ga添加量の異なる 2 種類の Sn-Ga 合金について，種々の条件で引張試験

を実施し，クリープ特性を調査した．その結果，Ga 添加により Sn の耐クリープ性が顕著に向

上していることを確認した．また，Snおよび Sn-Ga合金のクリープ変形機構は，転位の上昇運

動律速のクリープ変形であることが明らかになった．さらに，過去に報告されている Sn基二元

固溶合金（Sn-Bi合金，Sn-Sb合金および Sn-Zn 合金）と Sn-Ga合金のクリープ特性を比較した

結果，耐クリープ性の向上効果は，Ga が最も優れており，続いて Bi，Zn，Sb の順になること

が明らかになった． 

 

 


